
（参考）

「職業能力評価基準」について

職業能力が適正に評価されるための社会基盤として、能力評価の

いわば ものさし 、 共通言語 となるよう 「 」“ ” “ ” 職業能力評価基準

を順次策定。

職業能力評価基準とは、

・ 、 に、必要とされる能力を担当者から組業種別 職種・職務別

織・部門の責任者に必要とされる能力水準まで を４つのレベル

設定し整理・体系化。

・仕事をこなすために必要な「 」や「 」に加えて、知識 技術・技能

どのように行動すべきかといった「 」を記述。職務遂行能力

典・職務を確実に遂行しているか否かの判断基準となるよう、

を記述。型的なビジネスシーンにおける行動例

・業界団体との連携のもと、企業調査の実施による職務分析に

基づき策定。

（職業能力評価基準を活用するメリット）

○ にとって、職業選択やキャリア形成の目標を立て求職者・労働者

る際に、①自らの能力の客観的な把握、②企業が必要とする能力

の把握が可能となり、職業能力の向上に向けた取組につなげるこ

とができる。

○ にとっては、人材に関する企業戦略を立てる際に、採用す企業

べき人材の明確化、人材育成への効果的な投資、能力に基づい

た人事評価・処遇等の導入・定着に関するスタンダードとして活用

できる。

○ にとっては、労働者、企ハローワーク等の労働力需給調整機関

業の双方が職業能力を明確に示すことにより、雇用のミスマッチ

解消につなげることができる。

○ にとっては、職業訓練の対象者の能力レベル教育訓練実施機関

表示や修了時の能力評価を適切に行うことができる。



【企業における活用の取組みの例】
○ 人事制度・賃金・処遇制度の見直しや整備に活用

「全社あげての新人事システムの構築に活用」 （事務系職種）

「技術を適切に評価できる人事評価制度に見直し」（造園工事業)

「職業能力評価基準に基づき「能力考課」の基準を見直し」

（事務系職種）

「職種を通じた「行動評価シート」を作成」

（事務系職種・電気機械器具製造業）

○ 能力開発・研修体系の見直しや整備に活用

「人材を育成するための基準として活用」 （ホテル業）

「社内研修制度の整備に活用」 （アパレル産業・印刷業）

「技能・技術力の向上のための段階的目標を作成」

（鉄筋工事業）

【業界における活用の取組みの例】
○ スーパーマーケット業

職業能力評価基準に基づき、既存の業界内資格（＝スーパーマ

ーケット検定）を実際の職階やキャリアルートに即応した実践的な

検定制度として再構築し、新たなスーパーマーケット検定を実施し

ている。併せて企業内研修や個人の学習に利用するため、同検定

の学習用教材を整備した。

○ ホテル業

職業能力評価基準に基づき、必要な知識と技術について研修テ

キストを作成し、これを使用しつつ、面接、ロールプレイ、論文、討

議、事例研究で構成される技能レベルを評価する職業能力認定試

験を構築した。

【モデル評価シートへの活用例】
ジョブ・カード制度（職業能力形成プログラム）において、企業で

のOJT訓練の成果をジョブ・カード様式６（評価シート）に基づき評

価するための「モデル評価シート」（別紙参照）を、職業能力評価基

準により策定している。



（別紙 「モデル評価シート（ロジスティクス分野 」） ）



（別紙 「モデル評価シート（ロジスティクス分野 （つづき）） ）」


